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豪華愛蔵版！ 【北海道編】
札幌市時計台／札幌市大通公園／札幌控訴院／札幌市創成川／札幌市十字街／札幌停車場通り／鈴蘭小路／札幌神社／札幌組合公会堂／
豊平橋／真駒内種畜場／北海道大学病院／北海道大学工学部／北海道大学農学部／札幌植物園／北海道大学忍路実験所／朝里海岸／小樽市街／
小樽港大観／小樽市色内町銀行街／小樽市妙見河畔／函館の港／函館市街大観／函館市恵比須町／五稜郭／湯の川根崎温泉／幣舞橋／
釧路港／塘路湖附近の沼沢地／厚岸市街／帯広市街／旭川市師団通り／狩勝峠／深川駅前／滝川市街／美唄炭山／幾春別市街／浦河港／
広尾漁港／広尾市街／アイヌの集落／夕張炭坑／煤煙の街、夕張／室蘭港大観／洞爺湖と有珠山／千歳孵化場／江差港／大沼公園と駒ケ岳

【東北編】
青森市堤川橋／岩手県公会堂／奥州街道一関市中里附近／一関街道／千秋公園より秋田市街を望む／八龍橋／八龍橋鉄道橋／能代橋／
山形県庁／石巻港／石巻市街／野蒜運河／野蒜不老山／松島大観（大鷹森）／松島大観（富山）／学都仙台／仙台市芭蕉の辻／瑞鳳殿／
角田市街／丸森橋と阿武隈川／斎川特産孫太郎虫本家／久之浜海岸／平市街／四倉市街／湯野温泉／飯坂温泉滝の湯／桜桃の発送／
福島市内より信夫山を望む

【関東編】
伊香保温泉石段街／富岡製糸工場／碓氷橋／横川駅構内／高崎市連雀町／高崎公園より高崎市街を望む／前橋市街／群馬県庁／二荒山神社／
二荒山神社より宇都宮市街を望む／大谷軌道／小山駅構内／日光神橋／中禅寺湖大尻橋／中禅寺湖と鳥居／中禅寺湖歌の浜より男体山を望む／
日光戦場ヶ原三本松／日光馬返茶屋／足尾銅山全景／浦和市街／大宮市街／氷川公園／栗橋市街／川越市街／川越米市場／水戸市街／
水戸城址より那珂川を望む／水戸弘道館／偕楽園より千（仙）波湖と水戸市街を望む／土浦港より霞ケ浦を望む／潮来河港／鵠戸沼／利根河原／
千葉市猪鼻台／千葉市街／千葉城址より千葉市南方を望む／千葉医科大学正門／千葉鉄道連隊／稲毛海岸／利根川河口（本銚子と銚子港）／
本銚子より波崎を望む／香取神宮／利根川津宮河岸／佐原河港／水郷加藤洲十二橋「いこいの橋」／布佐の栄橋／手賀沼我孫子新田渡船場／
印旛沼浅間社／佐倉城址／一宮川新一宮橋／太東岬／成東東金食虫植物群落／中山法華経寺／八幡不知藪／真間手児奈神社（霊堂）／
真間手児奈霊堂／浦安境川大松／浦安市街境川／江戸川行徳河岸／江戸川と江戸川放水路／市川市街／市川国府台／流山市街／利根運河／
野田市街／関宿／横浜市街／横浜中華街／横浜万国橋／横浜伊勢佐木町／横浜弁天通／横浜正金銀行本店／横浜元町商店街／横浜山手トンネル／
横浜生糸検査所／神奈川県庁／横浜地方裁判所／横浜日本大通り／開港記念横浜会館／山下公園／横浜根岸の海岸／本牧海岸／本牧八王子鼻／
本牧十二天／生麦の分岐点／綱島鶴見川橋梁／金沢海岸／金沢八景平潟湾／鎌倉市大観／若宮大路／鶴岡八幡宮／稲村ヶ崎／長谷（鎌倉）大仏／
長谷観音／七里ヶ浜より江の島を望む／由比ヶ浜／江の島より片瀬海岸を望む／遊覧地の最、江の島／江の島の土産物店／龍口寺からの眺望／
逗子海岸／葉山一色海岸／葉山長者ヶ崎／葉山立石海岸／三崎町二町谷海岸／三崎町漁港／旧東海道茅ヶ崎附近／箱根権現一の鳥居／
芦ノ湖より駒ヶ岳を望む／強羅ケーブル／箱根長尾峠／小田原城址／柴又帝釈天／王子製紙工場／西ヶ原二本榎／板橋中宿入口／横十間川／
小名木川貨物線／小名木川河口／亀戸天神／清洲橋／千住大橋／常磐線隅田川橋梁／隅田公園（旧水戸藩庭園）／隅田公園（東武線橋梁）／
隅田川の曳船／駒形橋／鐘ヶ淵紡績／白髭神社／東京同愛記念病院／両国駅舎／竪川（旧松井橋）／水神の森／池袋駅前／新宿追分／
新宿のカフェー街／早稲田大学大隈記念講堂／慶應義塾大学病院／神宮外苑（絵画館前）／神楽坂（飯田橋駅前から外濠通り）／四谷見附／
牛込見附／渋谷駅前／渋谷道玄坂／笹塚附近の甲州街道／江戸川公園／音羽の通りと護国寺／護国寺前／伝通院前／
東京高等師範学校と東京文理科大学／湯島切り通し坂／東大赤門／東大正門／東大正門より安田講堂を望む／吉原仲の町／言問橋／吾妻橋／
隅田川の川蒸気（駒形橋）／浅草の映画館／浅草寺観音堂／浅草寺仁王門／浅草仲見世／浅草地下鉄ビル／三ノ輪／不忍池／上野動物園正門／
東京科学博物館／東京府美術館／東京藝術大学美術科／東京藝術大学音楽科／上野駅ガード／上野駅構内／上野山下の交通状態／上野松坂屋／
浅草橋／朝日新聞社と邦楽座／ニュースセンター（有楽町駅）／朝日新聞社と数寄屋橋／銀座尾張町交差点／銀座三越の角／銀座三越前／
銀座三越入口／銀座松坂屋屋上より尾張町交差点を望む／日本橋白木屋／日本橋三越／日銀前より正金銀行と三越本店を望む／
日本橋（東海道起点）／日本橋／日本橋上の観望／江戸橋／江戸橋三菱倉庫／旧常盤橋（常磐橋）／金座通りと明治座／浜町明治座前、明治座／
東京劇場／八重洲通り／歌舞伎座／浜離宮と南門橋／永代橋／永代橋附近／月島の渡し／月島黎明橋から／相生橋／久松警察署／万世橋／
東京駅丸ノ内本屋／東京駅の乗車口／東京駅ホームの雑踏／東京中央郵便局／丸の内ビルディング／旧第一銀行本店／東京駅駅前広場／
馬場先の大通り／馬場先門附近／馬場先門前（東京商工会議所）／二重橋／丸の内和田倉門附近／田安門／日比谷交差点より馬場先門附近を望む／
平川御門／日比谷交差点から桜田門へ／日比谷公園入口／市政調査会館／警視庁（桜田門）／旧東京裁判所と司法省／
半蔵門附近（五番町桜並木）／御蔵橋より神田川上流を望む／神田橋／柳原通り／お茶の水橋／お茶の水の切割り／駿河台明治大学／
神保町すずらん通り／神田神保町の喫茶店街／神田神保町古書店街／神田小川町／野村銀行から三菱倉庫へ／旧外濠跡／弁慶橋／
麻布六本木交差点／飛行会館／増上寺山門前／増上寺山門（三解脱門）／芝園橋附近の古川／赤羽橋附近／愛宕山トンネル／愛宕山石段／
札の辻大木戸址／品川駅構内／八ツ山橋より御台場を望む／京浜国道／歩行新宿／鈴ヶ森刑場跡／五反田駅／旧東海道六郷橋附近／洗足池／
池上本門寺／神田上水（高井戸附近）／井の頭池／大國魂神社／熊川草花台地／高尾山琵琶滝駅／小仏峠附近

【中部（前編）】
悠久山公園／長岡市長生橋／新潟市内運河の野菜出荷風景／新潟市内の運河／新潟情緒／新潟市柾谷小路／新潟萬代橋／萬代橋俯瞰／
信濃川自在堰／松代城址／須坂町全景／松本市城山より市街を望む／松本市縄手通／長野往生寺／長野市銀座通り／善光寺平全景／甲府市街／
甲府市常盤通／差出の磯と亀甲橋 

【中部（後編）】
富山市街／富山市総曲輪本通り／富山広貫堂正門／金沢城址／片山津温泉／金沢市香林坊／三国町思案橋／武生市街／武生市本町通り／
福井駅前／敦賀港／敦賀港の街と港／敦賀港桟橋／白浜の白島／柿崎の弁天島／下田の港と市街／修善寺温泉独鈷の湯／下田港／御殿場駅前／
熱海駅前／熱海の海岸／狩野川と黒瀬橋／田子の浦／河合橋より富士山を仰ぐ／入山瀬より見た富士／東海道岩淵附近／三保松原外洋海岸／
三保松原と富士／安倍川の人道橋／安倍川の鉄橋／島田町向谷水門／東海道本線大井川橋梁／大井川人道橋／大井川谷口橋／浜松市街／
浜松市模範街／弁天島海水浴場／弁天島駅前の東海道／弁天島／竹島の弁天／豊川稲荷門前／矢作川長橋／名鉄矢作川橋梁／名古屋鶴舞公園／
名古屋城／名和昆虫研究所／関ケ原／垂井の岐道

【近畿編】
津の観音と市街／二見ヶ浦の土産物店／鳥羽港／伊勢内宮五十鈴川／伊勢内宮への御成道／北陸旧線柳ヶ瀬駅／北陸旧線柳ヶ瀬附近／木之本宿／
長浜宿／長命寺山よりの琵琶湖／八幡山より眺望する琵琶湖／東海道本線草津川隧道／瀬田の唐橋／大津街道大谷の宿／堅田浮御堂／大津港／
近江舞子の入江と比良山／大津駅より大津市街を望む／三井寺より大津市街を望む／春日の社前／春日大社の土産物店／奈良市街／猿沢池／
畝傍山より奈良市南部を望む／上市／奈良街道長池の松／白川橋／京都駅／平安神宮の神苑／平野宮北町／二条堀川／二条離宮御車寄／
京都二条離宮／島原大門／神泉苑／新京極／蹴上のトンネル／高瀬川／瓢亭／旗亭わらじや／紙屋川／銀閣寺／清水の舞台／清水寺／大覚寺／
西本願寺前飛鳥六字堂／東寺金堂／北野天満宮／平野神社／八坂神社／八坂の塔／国立京都博物館／京都府庁舎／京都市役所／
中賀茂橋より賀茂川上流を望む／五条大橋／賀茂川の河床／四条大橋と南座／南座／東山と四条通／賀茂川と疎水／周山街道高尾附近／
高尾（雄）橋／高尾／中書島／伏見稲荷前尾崎商店／伏見稲荷千本鳥居／宇治川浮島の塔（塔の島）／宇治橋／和歌山城址公園／
和歌山城址より和歌山市街を望む／和歌山市京橋附近／阪和電鉄山中渓第二隧道／堺市翁橋／阪堺電軌大和川橋梁／近鉄生駒隧道／
大阪北畠住宅／堂島川のダム／天満橋／大阪道修町／造幣局と桜宮橋／大阪の心臓部／新世界の通天閣／千日前／道頓堀／心斎橋筋／四つ橋／
江戸堀蔵屋敷／地下鉄御堂筋線工事現場／相生橋／元町商店街／トーア（トア）ホテルと錨山／三宮神社前／湊川タワーより神戸市街を望む／
神戸港川西倉庫／神戸海洋気象台／神戸新湊川／大同マッチ工場／新開地／諏訪山より俯瞰した神戸港を望む／阪急仁川／花屋敷の無軌道電車／
淡路島を望む／明石港／姫路市街／和田山市街

【中国編】
浦富海岸／湖山池／鳥取城址より鳥取市街を望む／錦公園／夜見ヶ浜と錦海／備前片上港／西大寺商店街／天満屋附近／旭川の船着場／
旭川の船貨輻輳の様子／岡山市旭川京橋／岡山城天守閣より市街を望む／岡山城／倉敷市街／児島半島宮ノ浦／下津井の海岸／
高梁川方谷橋より臥牛山を望む／鷲羽山よりの展望／玉島港／鞆弁天島／鞆福禅寺／鞆の浦／福山駅と福山城址／尾道市と向島／呉市本通り／
江波山／比治山／相生橋上より太田川上流を望む／広島市寺町／広島市革屋町銀座通り／広島県商品陳列館／安来市街／安来十神山／関の五本松／
中海の一景／松江城／松江大橋よりの眺望／松江大橋と宍道湖／平田鰐淵寺／大社稲佐の浜／簸川平野大観／出雲神立橋／出雲大社中鳥居／
日御碕神社／石見銀山五百羅漢／大田波根湖／江川中流（邑智）／江津港／山陰本線江川橋梁／江川河口（江津市）／萩市大観／
山口市米屋町本通り／笠戸島／小郡市街

【四国編】
坂出市街全景／高松港商船桟橋／高松市海岸通り／屋島ケーブル／屋島より高松平野を望む／屋島大観／屋島より壇ノ浦を望む／
徳島県庁より俯瞰する徳島市街／眉山より徳島市街を望む／徳島市新町川河岸／吉野川橋／魚梁瀬森林鉄道／山田堰／浦戸湾内の一景／
伊野町全景／高知市京町通り／高知市播磨屋町／高知城／高知城より高知市街を望む／道後公園より松山市街を望む／松山市大街道／愛媛県庁

【九州／沖縄編】
門司本町通り／門司国立農業倉庫／小倉紫川河口／職工会館／八幡製鉄所の給料日／八幡製鉄所東門附近、職工退出の光景／八幡製鉄所全景／
若松港大観／武蔵温泉／直方駅構内／忠隈炭鉱全景／田川伊田坑／大之浦炭坑／上山田炭坑／海の中道道切／福岡市中洲／
福岡西公園より博多湾を望む／榎寺／水城址／太宰府天満宮神苑／太宰府天満宮／筑後川豆津橋／筑後川水天宮／筑後川床島の堰／久留米市街／
三池万田坑／三池炭坑四ツ山坑／姪浜より残島を見る／元寇防塁跡／生の松原／平戸千里ヶ浜／平戸亀岡城址／和蘭塀／平戸幸橋／平戸港／
平戸市街／佐世保海軍橋／佐世保鎮守府／佐世保福石観音／加津佐市街／口之津港／原城址／島原港と眉山／神代町長浜海岸／諫早の眼鏡橋／
千々石湾／大浦天主堂／南山手道／松ヶ枝川／諏訪神社の階段／諏訪神社社頭／鳴滝学舎／新地中華街／出島の外通り／出島裏の濠／
出島中通／丸山遊廓／眼鏡橋／くろがね橋／旧長崎県庁／長崎高等商業学校／長崎市浜の町／長崎市街俯瞰／有田町大観／有田町泉山磁石場／
武雄温泉楼門／武雄温泉／元湯と嬉野橋／嬉野温泉元湯／住ノ江港／岩屋炭坑／呼子港／鳥栖駅構内／虹ノ松原／佐賀三重津商船学校／
佐賀市川上峡／佐賀市多布施川／大隈重信旧宅／神野公園／松原神社／佐賀城址鯱の門／佐賀県庁／日田市街／杵築城址より錦江橋を望む／
耶馬渓犬走り／青の洞門／別府市街大観／山国川河口／別府市内の川／大分港／大分富士瓦斯紡績／大分市片倉製糸／阿蘇草千里／阿蘇神社／
宮地より見た阿蘇五岳／人吉城址より人吉市街を望む／一勝地より国見岳を望む／一勝地／三角港釣鐘岩／赤松太郎峠／日奈久温泉本湯／
日奈久温泉／霊台橋／通潤橋／田原坂／江津湖／花岡山より熊本市街を望む／熊本市唐人町／熊本城宇土櫓／熊本市役所／高千穂峡の神橋／
鵜戸神宮／油津港／油津市街／高鍋蚊口浦、琴弾きの松／延岡市街／大淀川／青島遠景／青島千畳敷／青島とフェニックス／伊集院妙円寺詣り／
開聞岳／山川港全景／中俣より観た桜島／琉球人松と桜島／月照上人入水地より観た桜島／鹿児島市祇園之洲／鹿児島磯庭園／
鹿児島市役所より城山を望む／城山より桜島を望む／鹿児島市天文館通り／金武大川（ウッカガー）／糸満町／弁ヶ嶽／首里城正殿／首里城守礼門／
首里城歓会門／龍譚池／首里尚家の門／首里市街／弁財天堂／識名園／崇元寺門／円覚寺山門前放生池橋／円覚寺山門跡／真玉橋／
那覇落平（ウティンダ）の水取舟／奥武山公園／波之上神社／ベッテルハイム記念碑／護国寺・波上宮門前／沖縄県庁／
那覇見世の前山形屋支店附近／那覇見世の前／那覇市街
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二村正之（にむら・まさゆき）

1958（昭和33）年生まれ。千葉県船橋市出身。
　日本大学文理学部地理学科および島根大学理学部生物学科を経て、1988（昭和63）年3月広島大学大
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湘南の海岸は古くか
ら遊覧地として、或

は健康保養地として
既に著名である。そ

れはこの地方が海水
浴場として絶好の条

件

をそなえ、また冬季
は温暖で寒を避ける

によく、加うるに帝
都東京に近接してい

るからである。写真
は江の島で本陸と隔

る

一キロ沿岸潮流は美
しい砂をもって陸地

と島とをつなぎ、島
上には緑深き樹林と

建築の美、門前聚落
を形づくり、湘南随

一

の遊覧地として誇っ
ている。

旧写真の木橋は19
49（昭和24）年にコ

ンクリート橋脚の弁
天橋（有料）に替わ

り、1958（昭和33）
年には全面コンクリ

ート製

となった。さらに1
962（昭和37）年に

自動車専用の江の島
大橋が有料で開通し

、併せて弁天橋が無
料となった。写真は

弁天

橋上から江の島西側
を見たもので島上に

突出する建物は江の
島シーキャンドル（

江の島展望灯台）で
ある。2022年９月撮

影。

片瀬から五〇〇メー
トル、満潮のときに

は女子供のこわがる
粗末な木橋を橋銭を

払って渡らねば江の
島には行けない。で

遊

覧客にとっても江の
島と切ることのでき

ぬ回想のうちにある
。今は片瀬この橋の

起点近くまで小田原
急行が延びていて便

利

になった。

江の島シーキャンド
ル展望台上からの撮

影。この展望台は1
951（昭和26）年３

月に設置された江の
島灯台が2003（平成

15）

年に建て替えられ、
その上に設置された

もの。中央にかつて
の木橋に替わる歩行

者用の江の島弁天橋
とそれに並行した自

動

車専用の江の島大橋
が見える。右側の砂

浜は片瀬東浜および
腰越海岸、左側は境

川河口である。200
7年８月撮影。　

神
奈
川
県

［神奈川県藤沢市］
＊

［神奈川県藤沢市］
＊

203

202

播磨風土記に日女道の名が見えてから
千数百年、当時の海浜は今人家櫛

しっ

比
ぴ

し
て人口六万の大都市を形成している。
近衛天皇のときから姫路の文字が用い
られ室町時代から城下町として発達し
て行った。この写真は白鷺城天守閣か
ら南望した姫路市南半と南に拡がる平
野の大観である。第十師団の兵営・練
兵場をへだてて繁華な市街地が続いて
いる。遥かに播磨灘の煙

えん

波
ぱひ

眇
ょう

渺
ぼう

のうち
に家島諸島が碁布しているのがかすか
に見えている。遠く煙突の黒煙が見え
ているところが飾

しか

磨
ま

町で左方の丘陵の
下を市川が南流して播磨灘にそそいで
いるのである。〔この写真は昭和の大
修理が開始された1934（昭和９）年以
前の姫路城から撮影されもの。姫路市
の市制施行は1889（明治22）年４月１
日である。〕

日女道は「ひめじ」と読む。姫路城は
1951（昭和26）年に国宝に、1993（平
成５）年にはユネスコの世界遺産に登
録された。姫路市は1945（昭和20）年
７月にアメリカ軍による大空襲に遭
い、市街を焼失しているが城はほとん
ど無傷のままに残った。現在の姫路市
の人口は周辺の町村との合併もあり
52万人を数え、中核市・国際会議観
光都市に指定されている。写真手前の
広場は三の丸広場でその上が大手門と
桜門橋、そこに続く通りが大手門通り、
また左の濠に架かる橋は城見橋であ
る。2006年12月撮影。

兵
庫
県

［兵庫県姫路市］＊

173

172

出島には縦横各々一
条の通路があった。

これはその中通。道
路右側の窓のある家

は今の内外俱楽部で
、かつては蘭館。こ

の

附近には現在倉庫が
多く建ち並んでいる

。

出島は現在すっかり
周辺が埋め立てられ

、かつての島の面影
はなくなった。199

6（平成８）年より始
まった市による復元

事業

により今では多くの
建物が復元され、写

真にあるような地元
ボランティアによる

出島史蹟内ツアーな
どが観光客を対象に

行

われている。2009年
12月撮影。

弧形をなした濠は扇
形の出島の裏側の濠

で江戸町の方面から
写したもの。この右

方に出島が突き出し
ている。昔は出島の

裏

に橋があって、長崎
奉行役所の下に出ら

れた。〔出島は寛永
11（1634）年に江戸

幕府により造られた
埋立てによる人工島

であ

る。〕

今の国道499号玉
たま

江
え

橋
ばし

上から東南方面を写
したもので、川は中

島川、左隅に見える
トラス橋は出島橋で

鉄製道路橋としては
日

本最古といわれる。
写真は2009（平成2

1）年撮影のため、2
017（平成29）年に架

橋された表門橋は写
っていない。川の左

岸（右

側）は出島の裏にあ
たる。2009年11月撮

影。

長
崎
県

［長崎県長崎市］＊

［長崎県長崎市］＊

325

324

新旧写真各約800点を収録、写真１点１点に説明文を添付。
47都道府県を網羅した、タイムトラベル写真集の決定版！

刊行にあたって

かつて、本多勝一氏は「よいルポを書くには、お金、

時間、命のどれかをかけなければならない」という主

旨の記述をされていた（出典は失念してしまったが）。

私はこの写真集をつくるのに、初めは時間をかけ、や

がて仕事を得るとお金も併せてつぎ込んだが、命はか

けていない。だが還暦を過ぎて久しい今、これからも

定点写真撮影を継続してゆくには、命もかけないとい

けないのかもしれない。昭和初期に刊行された『日本

地理風俗大系』や『日本地理大系』には国内のみならず

国外も含めるとまだまだ魅力的な写真が数多く残って

おり、ぜひ定点撮影に利用したいと思うからである。

2025年は「昭和100年」に相当する。この写真集によっ

て、日本の100年間の変遷の一端に触れていただけると

幸いである。

二村正之
どのページを開いても、100年を隔てた

景観の変遷・変貌ぶりに　
誰もが驚きと感動を覚えるはず。

今からおよそ100年前刊行の『日本地理風俗大系』『日本地理大系』に掲載された
北海道から沖縄までの日本各地の写真を、
平成・令和の今、同じ場所、同じアングルで
撮影すると─

●原則ページの上段に昭和初期（戦前）の
　写真、下段に同じ場所、同じアングルから
　撮影した平成・令和の写真を配置。

●撮影地がこの100年余りでどのように
変遷・変貌したのか、撮影時の様子を
詳細な説明文で解説。

●壮大な景観のパノラマ写真は見開きで多数掲載。
　町並みや地形がどのように変化したのかを一望できる。

原寸約56％縮小

「西日本編」長崎県
（p.324「出島裏の

濠」、p.325「出島中
通」）より

「東日本編」神奈川
県（p.202「江の島よ

り片瀬海岸を望む」
、p.203「遊覧地の

最、江の島」）より

「西日本編」兵庫県（p.172-173「姫路市街」）より

原寸約56％縮小

原寸約51％縮小
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